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１4 はじめに

+3/*～+31*年代ごろ，電気機器，電気配線の絶縁劣化

や不良工事などから漏電火災が発生し問題となった。当時，

防火建築の必要性が認識され，ラスモルタル外壁が多く用

いられており，ラスモルタル外壁に電灯線・動力線を貫通

させて屋内に引き込む場合の不良工事や，工事後の電線の

経年劣化から絶縁被覆が損傷した場合は，メタルラス材を

介して大地に漏えい電流が流れ，漏電火災に至ることがあ

る。この問題に対し研究+）が行われて漏電火災の原因と防

止対策が示され，現在では，ラスモルタル外壁を使用した

建築物の減少とあいまって，漏電火災の発生件数が減少した。

一般的に電気火災とは，電気エネルギー発生装置，電気

エネルギー供給設備（電気工作物），電気エネルギー変換装

置が発火源となり火災となる総称と定義されている。今回

は，電気設備，屋内配線，コード，コンセント周りなどか

ら電気を原因として発火や火災に至った近年の事例を紹介

し，その原因を分析し，防止対策について解説する。

２4 最近の電気火災の傾向

最近の +*年間（+331～,**0年）における電気火災の経過

別出火件数の割合を図�１に示す。短絡は，電気火災の経

過別出火原因の中で最も多く，-,％を占めており，割合が

多い順にスパークが +0％，絶縁劣化が +.％，接触部の過

熱が +*％，半断線が 2％，漏電が /％，過負荷が /％，

静電気スパークが +％と続いている。

電気火災の経過別出火件数の推移を図�２に示す。短絡
を原因とした火災は ,***年代にかけて増加する傾向を示

しており，電気設備，家電製品の増加により使用電力量や

屋内配線，コードの施設数が増えたこと，また，設備の老

朽化などが影響したと思われる。

図�１ 電気火災の経過別出火件数の割合（+331～,**0年）,�

図�２ 電気火災の経過別出火件数の推移（+32/～,**0年）,�
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３4 電気火災事例とその原因及び防止対策

-4+ 短絡

（１） 短絡火災事例１

木造作業小屋の梁
��

に電気コードを配線して使用しており，

このコードの絶縁被覆が経年劣化したところに，小屋の雨

漏りで電気コードがぬれたことから絶縁破壊に至り，短絡

による火花が発生し，梁に着火し出火した。

（２） 短絡火災事例２

台所の家電製品のプラグが破損したので，別の電気コー

ドをつないで使用していたが，台所には大量のごみが堆
��

積
��

していたことから，電気コードに荷重がかかり，接続部が

はがれて，緑青が発生するほど高いジュール熱が発生して

短絡し，木製品に着火し出火した。

（３） 短絡火災事例３

木造飲食店の厨
��	

房

	

に施設された電気配線をネズミがか

じったことから，線間で短絡し，絶縁被覆に着火し出火し

た。

（４） 短絡火災事例４

写真�１は，配電盤における短絡火災事例の写真である。
天井に配管された給配設備の配管に付着した結露が水滴と

なってケーブルに落下し，配電盤内のブレーカの電源側端

子部に水滴が溜
�

まったことで，端子部で間欠短絡を繰り返

し，遂には ,**V三相短絡を起こし出火した。

（５） 短絡火災事例の原因と対策

短絡火災事例 +，,のような電気コードの短絡について

は，近年，住宅用分電盤の分岐ブレーカとして一般的と

なったコード短絡保護用瞬時遮断機能付安全ブレーカの施

設が有効な防止対策である。短絡火災事例 -の場合は，定

期的な点検や防

	

鼠
�

電線の施設，また，短絡火災事例 .につ

写真�１ 短絡火災事例

いては，電気設備の周辺の湿気や水分の影響を受けないよ

うに対策することが有効である。

-4, スパーク

（１） スパーク火災事例 +

店舗の電気配線工事の際，天井に設置されているアイロ

ン用壁付コンセントを無理に引っ張ったことから，コンセ

ントに結線されたVVFケーブルの心線が露出して，金属

製アウトレットボックスと接触してスパークが発生し，付

近の断熱材に着火し出火した。

（２） スパーク火災事例 ,

事務所のスチール机の間に配線されたテーブルタップの

絶縁被覆が損傷して机に接触して充電状態となり，机に置

いてあったレジスタのフレームアースと机の間でスパーク

が発生し，ゴム足部分に着火し出火した。

（３） スパーク火災事例の原因と対策

スパーク火災事例 +， ,のように，スパークは，短絡や

漏電などの原因と複合的に生じる場合が多く，スパークや

アークは高温であり，電圧が高く，電流が多いほど被害は

甚大になる。この場合は，電路に対して適切な配線用遮断

器や漏電遮断器などの保護装置の選定と施設を行い，短絡

やスパークによる被害を最小に留
�


めるように対策すること

が有効である。

-4- 絶縁劣化

（１） トラッキング現象火災事例 +

一般住宅の洗濯置き場に乾燥機を置き，長年にわたって

使用していたが，プラグの差し刃と壁埋込みコンセントの

刃受け間に緩みが生じ，洗濯置き場の埃
���

と多量の湿気から

トラッキング現象が生じ，プラグに着火し出火した。

（２） トラッキング現象火災事例 ,

一般住宅において任意調査の結果，劣化したプラグが発

見された。プラグ及びコンセントにおける電極間の絶縁物

は茶褐色に変色しており，トラッキング現象を原因とした

電気火災に至る可能性があった。

（３） トラッキング現象火災事例の原因と対策

トラッキング現象は，コンセントに接続されたプラグの

樹脂が熱劣化，炭化して発生する。樹脂表面は，埃などに

よる汚損，周囲の湿気などで絶縁性が低下し，この部分を

流れる電流のジュール熱や微小な放電により樹脂が加熱さ

れて熱劣化，炭化する。樹脂の炭化に伴い吸湿性も増すこ

とから北側の部屋や台所，洗濯置き場など湿度の高い場所

では著しい絶縁性の低下を招き，トラッキング現象が発生

する可能性が高くなる。このような場合，プラグの定期的

な点検や清掃を心がけることや，トラッキング現象対策製

品（プラグアダプタ，トラッキング現象検出機能付き製品
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など）を使用するなどの防止対策が有効である。

（４） 干渉発熱現象火災事例

一般住宅においてテーブルタップのコードをベッドの脇

に配線し，余ったコードを折りたたんで使用していたとこ

ろ，コードの電気抵抗増加によるジュール熱や束ねたコー

ドの干渉発熱現象から，絶縁被覆が炭化・グラファイト化

し，絶縁被覆に着火し出火した。

（５） 干渉発熱現象火災事例の原因と対策

コードを束ねて使用すると，コードに流れる電流で生じ

るジュール熱が互いに干渉し合い，絶縁被覆から外気への

放熱が低下することにより高温を生じ，絶縁材料の許容温

度を超えて絶縁劣化する。これを干渉発熱現象と呼んでい

る。テーブルタップは，多くの電気機器を接続して過電流

になりやすいため，コードを束ねて使用しないように注意

が必要である。

（６） コンデンサの劣化による火災事例

店舗内に設置された電解コンデンサの金属箔
��

素子が経年

劣化により絶縁劣化し，コンデンサ内で酸化熱が発生して，

金属箔の発火点を超え，金属箔に着火し出火した。

（７） コンデンサの劣化による火災事例の原因と対策

コンデンサは，リップル電流などの電気的な負担が増え

た場合や周囲温度が高くなると，性能が劣化し寿命が短く

なる。目視点検だけでも液漏れや変色など故障の兆候が見

つかる場合もある。

動力 ,** Vの業務用冷蔵庫やモータなどの力率改善に，

低圧進相コンデンサを用いる場合がある。+31/年以前に

製造された低圧進相コンデンサは，保安装置が内蔵されて

おらず，経年劣化により火災に至る場合があることから，

保安装置の内蔵された製品に取り替える必要がある。

-4. 接触部の過熱

（１） 接触部の過熱による火災事例１

倉庫に衣類乾燥機を設置して使用していたが，分電盤内

の配線用遮断器に接続した乾燥機の配線が，途中でねじれ

て接続されていた箇所に巻かれた絶縁テープが経年劣化に

より緩むとともに接続不良となり，ジュール熱により絶縁

被覆に着火し出火した。

（２） 接触部の過熱による火災事例２

写真�２は，電線が端子部で焼損した状況を示す。電線
を圧着端子に圧着する際に生じた「より線」の素線切れか

ら赤熱現象（亜酸化銅増殖発熱現象）が発生し，電線が溶断

し樹脂部から出火した。

（３） 接触部の過熱による火災事例の原因と対策

導体と導体の接続は，ゆるみ，絶縁皮膜の増加などの経

年劣化や素人工事などを原因として接続自体が不確かな状

写真�２ 赤熱現象による火災事例

態となり，接触不良によるジュール熱や赤熱現象の発生か

ら接続部が過熱され，火災に至る場合がある。近年，電気

設備，屋内配線の増加から電気的接続点が増えており，こ

の種の電気火災は増加する可能性がある。

防止対策としては，定期的な点検として，端子部の増し

締め確認，端子部の発熱の確認などが有効である。

-4/ 半断線

（１） 半断線による火災事例

一般住宅のリビングにおいて，壁埋込みコンセントに差

し込まれていたプラグに外力（屈曲，足による引っ掛けな

ど）が加わり，心線が半断線となりジュール熱が発生して

過熱し，絶縁被覆に着火し出火した。

（２） 半断線による火災事例の原因と対策

コードの心線は「より線」となっており，過大な外力や

折り曲げの繰り返しなどから，撚り線の素線が切れ，半断

線部分を電流が流れると，高温のジュール熱が発生して発

火する場合がある。ドライヤなど日々利用する家電製品は，

コードの巻き取りを繰り返して，半断線を生じやすいので

注意が必要である。

-40 漏電火災

（１） 漏電火災事例 +

店舗の蛍光灯の配線が短絡していたことに気付かず放置

したため，ラスモルタルのメタルラス材と接していた梁及

び管柱を固定する鉄板に漏えい電流が流れ，鉄板を固定す

る釘
��

にジュール熱が発生し，梁等の木材に着火し出火し

た。

（２） 漏電火災事例 ,

倉庫の外壁に設置された積算電力計から外壁を貫通して，

内部の分電盤に至る電灯線の絶縁被覆が絶縁劣化を起こし，

電線からトタン板，大地へと漏電したため，倉庫外壁トタ

ン板が発熱し，木製土台部分に着火し出火した。
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（３） 漏電火災事例 -

ラスモルタル外壁を貫通した電線が，ラスにより傷つき，

電線の導体がラスに接触して大地へと漏電したため，ラス

が発熱し，接していた木ずりに着火し出火した。

（４） 漏電火災事例の原因と対策

経年劣化や不良工事から電線の絶縁被覆が損傷し，ラス

モルタル外壁のラスやトタン板などの金属類を介して大地

に地絡電流が流れるとジュール熱が発生し，近接した木ず

りや間柱などの木材が炭化・グラファイト化して絶縁が低

下し，更に湿気や雨水などで水分を含むと地絡電流が急増

して漏電火災に至る。

漏電火災の防止対策としては，消防設備である漏電火災

警報器の設置が有効であり，特にラスモルタル外壁を有し，

一定の条件を満たす防火対象物には，消防法で漏電火災警

報器の設置が義務化されている。

-41 その他

（１） 単相 -線式中性線欠相火災事例

早朝，室内の蛍光灯のスイッチを入れたところ，蛍光灯

から「ブーン」と異常音が発生し，間もなく蛍光灯が消え

た。同時にAC電源入力のラジオも突然切れ，ほかの電気

機器もスイッチを入れると同時に異常音を発して切れた。

専門家に調査依頼した結果，分電盤内の漏電遮断器の中

性線（N相）の端子が黒褐色に熱変色しており，N相の接続

端子は，ゆるみ欠相状態であることが確認された。さらに，

分電盤を詳細にチェックしたところ，電線端には，はんだ

処理されたより線が挿入されていた。住宅は，築 1年程度

であり，冷蔵庫，電話機，照明器具など多数の電気機器が

焼損した。

（２） 単相 -線式中性線欠相火災事例の原因と対策

電線端のより線に対し，はんだ処理して漏電遮断器にね

じ締め接続したため，接続部の電線とプレート間の接触面

で経年に伴う応力緩和が起こり，接続部にゆるみが発生し

て中性線の欠相状態となり，電圧のバランスが崩れて電気

機器の焼損に至ったと考えられる。

内線規程では，単相 -線式電路には中性線欠相保護機能

付漏電遮断器の設置が義務付けられており，この漏電遮断

器を正しく設置することにより，中性線欠相による電気機

器の焼損事故を防止することができる。

４4 おわりに

今回は，電気設備，屋内配線，コード，コンセント周り

などから電気を原因として発火や火災に至った近年の事例

を紹介し，原因と防止対策について述べた。電気火災は，

電気設備や絶縁材料の経年劣化，導体接続部のゆるみ，電

気設備の設計不良や不良工事，外部からの圧力，人的な操

作などから発生する。

電気火災の発生を抑制するためには，メーカは，商品の

安全性の向上や火災防止関連商品の開発に努め，また，定

期的な点検や清掃の重要性，電気設備の安全な取扱方法な

どについて，様々な場所で啓
��

蒙
��

する必要がある。
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